
13 :00   開会挨拶・趣旨説明
       蘭�信三� (⼤和⼤学） 
13:10   報告
       森川�麗華� (東京⼤学⼤学院・残留婦⼈四世）
       ⼭崎�哲（⼀橋⼤学⼤学院・残留婦⼈三世） 
14:15   コメント
� � � � � � � � � � � �   ⼤久保�昭男（東京都⽴⼤学）
� � � � � � � � � � � �   孫�⽚⽥�晶（⽴命館⼤学）
� � � � � � � � � � � �   岡野(葉) �翔太（神⼾⼤学）
15:00   質疑応答・総合討論
15:55   閉会挨拶
       中⼭�⽺奈（近畿中国帰国者⽀援･交流センター所⻑）
司会進⾏  伊吹�唯（社会理論･動態研究所）、蘭�信三

中国｢残留婦⼈｣や｢残留孤児｣とその家族の⽇本への｢帰国｣から約半世紀が経ちました。この間、中
国からの帰国者を取り巻く状況は⼤きく変化し、かれら⾃⾝も多様化しました。｢残留婦⼈｣や｢残留
孤児｣は遠い歴史となり、⽇本社会で中国からの帰国者の姿は⾒えづらくなっています。�
 そのなか�｢残留婦⼈三世･四世｣ �と名乗る｢⽇本⽣まれ｣の若者が登場してきました。では、かれら
はなぜそう名乗るのでしょうか？いや、名乗らざるをえないのでしょうか？
 このような彼らの経験は唯⼀無⼆に⾒えます。しかし、それは中国帰国者⼆世、在⽇コリアン、
「台湾系華僑」の経験とどのように異なり、共通しているのでしょうか？そのような⽐較による深い
理解をめざして、本シンポジウムは企画されました。
 ウクライナ戦争、ガザへのイスラエル侵攻という｢戦争の時代｣にあるいま、植⺠地⽀配、戦争から
の⻑い歴史を背景とする⼆⼈の経験とその⽐較は、私たちに様々に問いかけます。

中国残留婦⼈「三世・四世」中国残留婦⼈「三世・四世」
という経験という経験

−在⽇コリアン、在⽇華僑との⽐較から−−在⽇コリアン、在⽇華僑との⽐較から−
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FAX申込⽤紙

お名前（        ）�   府県：      市

お電話(    )    -    

年齢（   ）代 ［�⼀般�・�学⽣�・ �中国帰国者�・�その他（     � �  � � �） �］

※所属グループ、団体等がある⽅はお書きください。［    � �       � �］

登壇者プロフィール

お 申 し 込 み ⽅ 法
お席に限りがございますので、必ず事前にお申し込みください。必要事項を記⼊
し、下記にFAX・メール・電話でお申し込みください。

※お預かりした個⼈情報は厳重に管理し、本事業以外の⽬的に使⽤しないことを固くお約束します。�

お問い合わせ/お申し込み先
近畿中国帰国者⽀援･交流センター�坂東�暁⼦

E-ma i l :bando@osaka .ywca .o r . jp
TEL :06 -6361 -6114  FAX :06 -6361 -2997

森川�麗華� (MORIKAWA �Re ika）
東京⼤学⼤学院学際情報学府博⼠後期課程在学中。1998年、神⼾市⽣まれの「中国残留婦⼈」4
世。主にインターセクショナリティの視点から「中国残留婦⼈」に関する研究を⾏っている。

⼭崎�哲� (YAMAZAK I � Sa to ru )
⼀橋⼤学⼤学院在学中。1985年東京⽣まれ。中国残留孤児・婦⼈の三世四世に話を聞き、研究
をしている。主著「「⾒えにくいマイノリティ」の移動をめぐる内的世界を照らす−中国帰国者
三・四世のライフヒストリーを⼿がかりに−�」『異⽂化間教育』・2024年など。

⼤久保�昭男� (OKUBO �Ak io )
東京都⽴⼤学⼈⽂社会学部教授。「中国残留孤児」問題や中国東北地域の⽂学史・⽂化史・⽇中
⽂化交流を主に研究している。主著「満洲国留学⽣左翼グループ事件と仲同升（駱駝⽣）」（『⼈
⽂学報』、2024年）などがある。

�孫 �⽚⽥�晶 � (SOHN-KATADA �Ak i )
⽴命館⼤学産業社会学部准教授。社会学、⼈種・エスニシティ研究。研究テーマは、在⽇朝鮮⼈
教育運動、⽇本⼈と在⽇朝鮮⼈による反差別運動など。宇治市ウトロ地区や京都市東九条地域の
市⺠活動などに携わってきた。

岡野（葉）�翔太� (OKANO �Shota � / � YEH , �Hs iang - ta i )
神⼾⼤学⼤学院⼈⽂学研究科助教。台湾出⾝ニューカマーの⽗を持つ⼆世。これまで台湾ならび
台湾を統治する「中華⺠国」を取り巻く政治環境から、⽇本で不可視化された⼈びと（特に「台
湾系華僑」と呼ばれ得る⼈びと）を研究。主著『⼆重読みされる中華⺠国―戦後⽇本を⽣きる華
僑・台僑たちの｢故郷｣』（⼤阪⼤学出版会、2023年12⽉）。

蘭�信三� (ARARAGI � Sh inzo )
⼤和⼤学教授・上智⼤学名誉教授。歴史社会学、満洲引揚者･中国残留婦⼈との出会いから｢帝国
をめぐる⼈の移動｣研究を始める。主著『満州移⺠の歴史社会学』⾏路社・1994年、編著書『中
国残留⽇本⼈という経験』勉誠出版・2009年など。

伊吹�唯� ( IBUK I � Yu i )
社会理論･動態研究所所員。博⼠（国際関係論）上智⼤学。中国帰国者や⽇系ブラジル⼈の社会
統合に関⼼を持つ。主著に｢エスニック移⺠から考える社会統合―『⽇本⼈』と『外国⼈』のは
ざまで｣（『AGLOS』9号、2020年）など。


